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　認知症とは何か。普段の業務から勉強会についても「認知症」に
関する「学び」を考えています。スタッフが認知症の方々、人生の
先輩方と触れ合うことで、利用者様の変化に気付き、事業所の理念
を振り返ることで「まず、第一に誰の為に何をすべきか。」と原点
回帰に気付けるように励んでおります。
　利用者様との日々の関わりの中で個々の求めるものは何か。とい
う疑問を抱くことで、利用者様の心境の変化のズレに可能な限り近
づけるよう心掛けています。
　ご家族様との関係については利用者様へのサービス提供の報告は
もちろんのこと、年間行事として、ご家族様を迎えての食事会や意
見交換会の開催、グループホームでの日頃の生活状況を知っていた
だくために、毎月広報誌を発行しております。
　私達は利用者様の「その人がその人らしく尊厳のある生活」実現
を目指しております。

○当ホームには、母体の特別養護老人ホームやデイサービス、訪問介護事業所
 　在宅介護支援センター、ケアハウスなどが併設されている。
○理念は、開設当初から変わらず先代の法人代表の思いを反映したもので
　「和顔愛語」と同様に職員が意識して職務に取り組んでいる。
○共有スペースには、以前畳スペースがあったが利用者の移動手段（車いす）
　が増えたので移動動線の円滑化を図るため改修し、フローリングに変更し
　移動がしやすいようにしている。中庭には、ケラマツツジを配し広大な敷
　地には、サツマイモなどを栽培し、収穫を利用者も楽しみにしている。
○地域とは、法人や地域の行事を通じて交流している。デイサービスに来ら
　れる地域の方の来訪があったり、個別に職員と買い物に行ったり、家族の
　協力をいただきながら墓参りや外食を楽しんでいる。しかし、地域も高齢
　化してきており日常的に相互交流が難しくなってきているので、今年は地
　域の方を招いて『芋煮会』を計画している。
○職員は、内部や外部の研修会で自己研鑽を図り、ホームの研修会には業務
　終了後に参加して知識を深め技術向上を図るよう取り組んでいる。
　管理者は、個人の能力を見極めスキルに応じて参加を勧めるなどし、資格
　取得など職員教育にも熱心である。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員はそ
の理念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の一
員として日常的に交流している

○事業所の力を生かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を、地
域の人々に向けて生かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

Ⅰ．理念に基づく運営

1

「和顔愛語」の信条。運営理念の言葉
を念頭に、サービス提供の中で何が大
切なのか、利用する方々にとって介護
職としての姿勢を理念に基づき振り
返っている。その中でも「個人の尊厳
を大事にする」ことを職員間で特に共
有している。

ご家族向けの認知症についての説明会
を実施。地域の方々に向けては認知症
という言葉について周知していただけ
るよう勉強会に参加している。認知症
介護実践者研修の受け入れやボラン
ティア、学生の研修受け入れを行って
いる。

認知症の理解や具体的な介護方法につ
いてメンバー全員で意見交換し、知識
を深め話し合っている。公平性を期す
ために、多くの家族が交代で参加でき
るよう配慮されたい。

2

利用者様の要望をお聞きし、出来る範
囲で個別的な支援ができるよう実践し
ている。墓参り・散髪・食材買物等は
入居者様が主体的に参加できるよう関
りをもち、馴染みの場所へ職員と一緒
に出向き、地域の方々とのコミュニ
ケーションを通じ、同サービスについ
て情報提供をしている。

開設当初から理念は変っていない。
先代の理事長の思いが詰まった理念を
職員が会議などで話し合ったり、
日々、利用者に向き合う時、常に理念
を意識してサービスが提供できるよう
職員間で共有している。

2

4

運営推進会議を定期開催することで、
左記の内容について報告させていただ
いている。当施設の議題はもちろんな
がら、市役所担当者・ご家族様・民生
委員からのご意見、ご要望があれば取
り入れている。

1

3

利用者と職員は、地域の行事へ出かけ
たり、法人の夏祭りに参加するなどし
て地域と交流している。地域も少子高
齢化が進行しており、利用者の介護度
も高くなってきているため、個別に買
い物に行くなど外出を個別対応するこ
とも多くなった。今年は、さつま芋の
収穫祭、『芋煮会』を計画し、地域の
方々との交流を楽しみにしている。

3
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自己評価

実施状況 実施状況
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○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連携を密に取
り，事業所の実情やケアサービスの取り
組みを積極的に伝えながら，協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密着
型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており，玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めてい
る

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

8

6

市担当者や福祉事務所担当者とは、
面談や電話で相談したりアドバイス
をもらうなどして協力関係を築いて
いる。

玄関などは、鍵をかけず自由に出入り
ができるよう配慮している。居室の扉
は、鈴を着けて注意喚起したり、セン
サーマットを活用して安全な暮らしを
第一に考えケアしている。勉強会で
は、スピーチロックの弊害を検討した
り、外部研修などで虐待行為に繋がる
ような事例を通じて身体拘束の弊害に
ついて知識を研鑽し日々のケアに活か
すようにしている。

7

虐待防止委員会においてマニュアルを
もとに、どのような内容が虐待となる
か、上記にも記載しているように、実
際の場面において「虐待がおこる場
面」の共通理解をもつよう取り組んで
いる。ささいな面においてもその都
度、潜在しがちな虐待の防止に努めて
いる。

5

身体拘束廃止においてはマニュアルを
もとに、実際のサービス提供場面で、
虐待となるか職員間で共通理解をもて
るよう取り組み、身体拘束をすること
によるデメリットを各職員に伝えてい
る。身体拘束をさせて頂く場面が止む
追えずある場合、ご家族様を交えて十
分な話し合いをもち、了承がでれば適
切に処理していく。

4
運営推進会議や実地指導、その他個別
の案件についても、その都度、電話連
絡や相談をしている。

研修の機会を設け、「権利擁護」とは
どのようなものなのかということの研
修に参加し、身近な関わりの中での
「権利擁護」がどのようなものなのか
を職員に随時説明している。

5
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○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の際は、
利用者や家族の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反
映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ
せている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、給与水準、労
働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている

7

職員会議を開催し、運営に関する提案
をする機会を設けている。日常の改善
点、年間行事の反省、その他問題があ
る場合についても職員の意見を会議若
しくは個々に聞いて施設運営に努めて
いる。

管理者は、職員が意見を出しやすいよ
う配慮しており、職員会議での提案
で、車いす移動の方が増えたことを受
けて洗面台を改修したり、安全に車い
す移動ができるよう畳スペースを撤去
し、フローリングに改修するなど生活
環境を整備し利用者が暮らしやすくす
るなど改善に繋げている。

6

利用者様とそのご家族に対し、文書・
口頭で十分に説明し了解をいただいて
いる。また、利用代金変更・文書改定
時など、変更事項について明確に説明
会を実施し、理解していたけるよう努
めている。

12

11

個別ケアに徹するための手段として、
職員の要望等を勘案してユニットケア
の整備をした。

10

意見交換会の実施。
他、毎月ご意見用紙を送付するなど機
会を設け、面会等に来られたご家族様
から要望があればできる範囲で対応し
ている。
利用者様からは、普段の関わりの中で
言葉・態度・表情などから、その思い
に「気付く」よう努めている。

利用者や家族からは、直接面談で意見
や要望などを聞き取るよう努めている
が、利用者は認知症が進行しており意
見を聞き取ることが難しくなってい
る。家族には、行事や家族会でも意見
や提案を聞く機会を設け出された意見
を運営に活かしている。

9
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○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し、法人内外の
研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取り
組みをしている

14
法人内外で職員研修等での交流を通
じ、資質向上に向けての勉強会、情報
交流を行っている。

13

施設内・外の研修の実施、参加を積極
的に取り入れ、資質向上に励んでい
る。
また、不明な点があれば個別的にも説
明している。
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○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、本
人が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階で、本
人と家族等が「その時」まず必要として
いる支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方の立場
に置かず、暮らしを共にする者同士の関
係を築いている

16

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

17

入居相談があり満床である場合、申込
みをされたご本人様、ご家族様から相
談があればサービスありきではなく、
可能な限り、住み慣れた地域で住みつ
づけることが出来ないか、また居宅
サービス・他社会資源でできる支援が
ないか検討するようにしている。

18

サービス導入前に、これまでご家族様
が抱えてこられた悩みや不安、今後の
希望等を聞く機会をいただいている。
また、サービス導入中も、様々な面で
ご協力をいただけるように、信頼関係
の構築に努めている。

日々の生活の中で、利用者様のできる
こと、できないこと、喜びや悲しみ、
その時々の心情を知ることに努め、暮
らしの中で分かち合える関係作りをし
ている。また、生活の中での豆知識等
を利用者様から教えていただく場面も
ある。

15

入居が決定される前より、面談を通じ
て本人様の思いや困りごと、ご要望を
聞き入れられるように努めている。ま
た、環境が変わることへの配慮も含め
て、ご家族様からの協力をいただくこ
ともある。

6
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○本人と共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を介護される一方の立場
に置かず、本人と家族の絆を大切にしな
がら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよう、
支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用〈契約〉が終了しても、
これまでの関係性を大切にしながら、必
要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

22

8

市内・県内外在住のご家族様であって
も、定期的に支えていく関係性にあ
る。その機会を利用させていただき、
日々の様子を記録表をお見せしながら
報告し、支援の場で活かしている。ま
た、施設でのご様子を毎月、広報誌や
文書にてお知らせしている。

20

21

個別性も大切にしつつ楽しく過ごせる
よう配慮している。また心身の状態や
気分、感情の変化で周囲の方と上手く
関わりが持てない場面では気分転換を
したり、職員が調整役となっている。

同じ地域に住まわれているご家族様も
多く、サービス契約が終了した方に対
しても、その後の様子等をお聞きし、
施設入所時と変わらない関係作りに努
めている。

法人のデイサービスに通っている地域
の方が遊びに来られたり、職員が家族
の協力を得てなるべく外出や外泊など
ができるよう声かけし、必要なら福祉
用具の貸し出しを検討するなど柔軟に
対応している。また、馴染みの美容
院、スーパーなどを利用して関係性が
継続できるよう取り組んでいる。

個別に馴染みの場所へご支援できる機
会を設けている。個別支援等でも馴染
みや想い出のある場所に同行し、長期
記憶に語りかけるように努めている。

19

7
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○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活暦や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る

○チームでつくる介護計画とモニタリン
グ

　本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必要
な関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映し、現状に即した介護
計画を作成している

アセスメントは、計画作成担当者が中
心となり本人、家族、職員などから聞
き取っている。モニタリングは、３ヶ
月ごとに実施、半年ごとに担当者会議
を開催して目標の達成度やサービス内
容などを踏まえ見直しの必要性につい
て検討している。介護計画は、現状に
即した計画を作成している。

24

利用者様のサービス利用に至るまでの
経緯、生活歴を含めご希望に添えるよ
う対応している。これまでの生い立
ち、本人様の情報を知ることが施設で
の生活において大切であることをご家
族様に了解をいただいた上で情報の把
握に努めている。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

25

個々の心身状況、認知症面においての
言動を経過記録表に記載している。ま
た、排泄・水分摂取量・食事分量など
の情報も同一の記録に記載すること
で、前後１日の中での些細な変化が把
握できるよう努め、職員間での情報を
共有している。

9

日々の関わりの中から、利用者様の自
己決定を尊重し、選択していただくよ
うな場面を提供するように努めてい
る。意思の表現がうまく出来ない方や
特にご要望が無い方は、ご家族様から
在宅時の生活歴を再度お聞きし、本人
様の視点を立って職員間で取り組んで
いる。

利用者の言動や生活ぶりを見ながら家
族、職員間で本人の思いを共有するよ
うにしている。言葉を交わすことが困
難でも本人の心に寄り添うケアを心が
けている。

23

1026

日々の本人様との関り、ご家族様との
関り、職員の気付いたことなど、介護
計画に反映するように努めている。ご
家族様には事前にカンファレンスへの
参加を呼びかけ、立ち合いしていただ
き、本人様本位の計画作成に努めてい
る。

8



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間で
情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化

　本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービスに
捉われない、柔軟な支援やサービスの多
機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らし方を支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と事
業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

29

30 11

利用者様や、ご家族様が安心して過ご
して頂けるよう消防署や関係機関、近
隣の方の協力をいただいて年2回防災訓
練や事業所での単独訓練を実施してい
る。人と人との関係性を大切にし、関
係性の輪を広げていくことで、個々に
応じた対応をとらせていただいてい
る。

利用者様、ご家族様の希望にそって入
居以前からのかかりつけ医を利用した
り、入居後もご希望に応じてかかりつ
け医を変更していただくなど適切に対
応をしている。

協力医療機関とは、２４時間医療連携
が図れている。認知症外来や精神科受
診をしておられる方もあるが、職員が
同行したり、文書にて情報提供をする
など支援している。抑うつ傾向の方が
音楽療法により、感情コントロールが
上手くいくようになるなど適切な医療
を受けている。

ご家族様の希望で外泊・外出の際は、
これまでの介護過程等を再度ご家族様
にご説明するなどして、円滑に外出・
外泊が可能になるよう努めている。

28

認知症の対応への情報共有の一環とし
ても日々の様子を経過記録に記入して
いる。認知症の方の言動、日々の様子
での変化を一枚の記録用紙で多くの要
素を記入できるよう工夫し、記録用紙
からも些細な「気づき」が出来るよう
に、職員間で情報共有に努めている。

27

9



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職員
や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の
利用者が適切な受診や看護を受けられる
ように支援している

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に退
院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。または、そうし
た場合に備えて病院関係者との関係づく
りを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

　重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、早い段階から本人や家族等と話し
合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備えて、
すべての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付けて
いる

12

急変時、事故発生においての緊急マ
ニュアルを作成し共有している。ＡＥ
Ｄ等の使用訓練を今年度は消防機関と
実施予定である。また、状態の不安定
な方においては看護師に報告し、適切
な指示が得られるよう連携を図ってい
る。

入院の際は、本人様のこれまでの経
過・状態変化を医療機関へ情報提供し
ている。認知症による環境が変わるこ
とへの利用者様の心境の変化、支援、
回復、退院に向けたアプローチを医療
関係者と情報を交え支援している。

33

31

看護職員を配置。常勤の為、顔馴染み
の関係性ができており、入居者様の健
康管理についても、記録様式を整備。
介護職と連携・協働し、受診支援や、
日常の健康管理、報告に努めている。

34

重度化や終末期、看取りケアのに向け
て看取りに関しての指針を作成してい
る。その時の状況に応じ、都度医療機
関やご家族様と連携を図り、事業所で
できる事を具体的にメリット、デメ
リットを説明して個々の同意を得た
い。

管理者は、契約時に「医療連絡体制の
指針」にて重度化や看取りに向けた方
針を利用者、家族に説明し「意思確認
書」にて本人や家族が希望する医療・
介護が受けられるよう同意を得るなど
してホームでできることを十分に説明
しながら方針を共有し、主治医、関係
者と共にチームで今後の支援や対応に
ついて話し合っている。

32

10



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全職
員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

35 13

法人や事業所での単独での防災訓練を
消防署や近隣住民の協力のもと実施し
ている。法人においても災害時の緊急
避難場所として開放している。各ユ
ニットに防火管理者取得者を配置し、
災害対応マニュアルをもとに職員間で
意識の共有を図っている。また消防設
備は保守点検を行なっている。

自主訓練を含め消防訓練を年３回実施
している。開設当初から、近隣住民協
力隊からの協力を頂いている。避難訓
練には、家族の協力もある。また、居
室担当が差込やコンセントの掃除をす
るなど環境整備を徹底している。

11



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○一人ひとりの人格の尊重とプライバ
シーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応を
している

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり、自己決定できるように働きかけ
ている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるよう支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

衣服の選択や整髪、洗面等の身だしな
みについては、自分で行える方に対し
ては本人にお任せしている。本人の残
存機能を考慮し、介助のみでしか行え
ない方に対してもできない箇所があれ
ば支援している。

39

1540

季節の食材の下ごしらえを利用者様と
行うようにしている。家事においても
個々の能力や好みに応じて協力して頂
いている。食事においては入居者様と
職員は同じ内容であるが、出来るだけ
本人の食べたい時間を考慮している。

朝食は、利用者の睡眠の状態や本人の
希望に配慮し時間を決めずに提供して
いる。　献立は、職員が交代で作成、
法人の管理栄養士がアドバイスしてい
る。職員と買い物に同行する利用者が
おられたり、家族と外食を楽しんだ
り、忘年会はホームで利用者、家族、
職員が食事を楽しんでいる。　下ごし
らえやお膳拭きの手伝いもある。

37

36

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

38

利用者様の各個人の生活ペースを重視
し、自身の流れで生活できるよう支援
を心がけている。何かを選択する場合
は本人様の意向を大切にするなど、一
人ひとりの希望にそって支援をしてい
る。

１人１人が尊厳を保持し、プライバ
シーを損ねない様な生活できるよう言
動に注意し、通常業務内においても職
員間で気付いたことなどをその都度、
確認をとりあっている。常にお客様、
人生の先輩であることを意識してい
る。

14

認知症や権利擁護の勉強会のなかで、
プライバシーや守秘義務が重要なこと
を再確認し繰り返し学習している。ケ
アを提供する時、利用者の人格を尊重
し言葉の使い方に気を配り、失礼な態
度を取ることがないよう心がけてい
る。

行事への参加・外出・入浴等、無理強
いはせず、本人の意思確認を都度行っ
ている。言葉かけにも注意し、本人の
自己決定権を尊重できるよう努めてい
る。

12



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひとり
の状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

　口の中の臭いや汚れが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人の
力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄のパターン、習慣
を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立に向けた支援を行っている

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲
食物の工夫や運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでいる

42

41

栄養バランスについては、隣接する協
力特養に所属する管理栄養士より助言
をいただきながら献立を作成し、食事
形態、水分量についても個々の能力、
状態に応じて柔軟に対応している。

食前に顔や口腔体操を行っている。食
後は口腔内の洗浄を勧め、義歯におい
ては消毒をし、清潔を保てるように支
援している。

排泄パターンをチェックし、昼夜に限
らず個人に応じて支援を行っている。
尿意・便意が表出されない方に対して
はある程度排泄チェック表を活用し、
出来るだけ失敗を減らすよう努めてい
る。個人の排泄のサインを見逃さない
よう表情や行動の気付きを注視してい
る。

日々の中で乳製品を取り入れ提供して
いる。また日々の関りの中で、散歩・
ラジオ体操等を取り入れ便秘解消に努
め、便秘でお悩みの方は医療機関と連
携をしている。

43 16

44

便意のない方もオムツ交換や清拭をし
て気持ちよく過ごして頂けるよう取り
組んでいる。布の下着にパットを当て
ておられる方も数名おられ、昼間はト
イレ、夜間はポータブルトイレを活用
し排泄の自立を図っている。

13



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合
で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々に応じた入浴の支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、休息したり、安心して気持
ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活暦や力を活か
した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるように支援に努めて
いる。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している

今年は、初詣、お釈迦祭りに出かけて
いるが、認知症や身体機能の低下によ
り外出も個別化してきている。家族に
協力を頂き、外食、墓参りや外泊など
を定期的にされている方もある。ホー
ムは、普段は行けないような場所にも
なるべく出かけられるよう支援してい
る。

行事や職員の勤務ローテーションの関
係により曜日、時間帯は午前か午後の
どちらかに固定化している。入浴前後
の支援方法についても本人様の意向に
あった入浴支援の在り方について職員
間で情報を共有している。

食事の下ごしらえ、配膳、家事行為な
どを皆でする場合においても、なるべ
く役割を固定せず、これまでされてき
た習慣に働きかけ、本人様が自身の役
割と意欲的に思ってくださるよう支援
している。また、その都度、感謝の言
葉かけを忘れずに接している。

17

馴染みや想い出の場所への外出支援を
行っている。利用者様個人の状況にも
よるが、施設内だけでなく、施設外へ
の支援に注視し、ご家族様との外食や
お墓参り、地域へのイベントや市内の
お祭りや行事、法人内での行事への参
加等に参加していただくようご家族様
と協同している。

18

45

49

47

医療連携記録に、服薬の目的・副作用
等が記入された用紙を綴じており、い
つでも全職員が情報を把握できるよう
に努めている。内服薬の変更、服薬後
の経過等は、看護師と介護職員が情報
を共有し、報告している。

48

入浴をためらう方には、散歩やラジオ
体操を勧め入浴したい気持ちに気分転
換したり、職員を交代して入浴を勧め
るなどしている。浴槽にゆっくりと浸
かり入浴される方も多い。

46

利用者様の個々の生活習慣をお聞きし
居室にて自身の時間を持ち、休息・安
眠できるように支援している。夜間も
巡視を通じて、状態の変化への気付
き、室温・湿度等に気を配っている。

14



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望や
力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支
援している

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用者
にとって不快や混乱を招くような刺激
（音、光、色、広さ、湿度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を取り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせ
るような居場所の工夫をしている

金銭管理は行っていない。利用者様か
らの要望があれば、ご家族様に相談
し、必要物品を持参していただいてい
る。

53

利用者様同士では馴染みの関係ができ
ている方もおり、昼食後以外はリビン
グにて過ごされている方が多い。より
くつろぎたい方においてはリビングに
ソファーを配置し、お独りえゆったり
したい心境にも配慮をしている。

51

自宅や家族に連絡をとりたいなどとご
希望がある方には電話機を設置してい
る。手紙のご希望があれば、手紙を準
備し、要望があれば本人の能力によ
り、本人の言葉で代筆、また郵送まで
行う。

1952

50

以前はリビングスペースにあった畳を
取っ払い、広い空間で動線を取りやす
いように家具等を配置している。室温
等は空調やカーテンにて過ごしやすく
心地良い温度を心掛けている。共有ス
ペースには季節の飾りや花を設け、時
期を感じていただけるように配慮して
いる。

玄関を入ると共有スペースに入室する
引き戸があり、天窓から差し込む自然
の明かりが柔らかく感じられる。以前
は、畳スペースがあったが、車いす移
動が増えたため、バリアフリーになっ
た。ソファーが設置してありテレビを
観たりして思い思いに過ごすことがで
きるよう配慮されている。対面キッチ
ンでは職員が調理をする様子や料理の
匂い、音などが五感を刺激している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境
づくり

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安全
かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

54

55

20

入居日の前に、本人様やご家族様と相
談しながらご自宅より、馴染みの物や
想い出の品、使い慣れた家具等を持っ
てきていただくことで、自宅から施設
へと環境が変わることへの不安に対し
工夫している、

個々の身体機能に合わせたベッドがあ
り、使い慣れたタンスやテーブル、椅
子、ぬいぐるみ、電話器（受信のみ）
など持ち込むなど個性的な居室になっ
ている。居室の扉に鈴を着けている部
屋があり、居室で転倒することがない
よう工夫している。居室の掃除を日課
にしている方もおられる。

個々の「できること」「できないこ
と」を観察し、身体機能や「できない
こと」への状況、支援に応じて環境整
備に対応し、出来るだけ自立した生活
が送れるように支援している。
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○ 1 ほぼ全ての利用者の

2 利用者の2/3くらいの

3 利用者の1/3くらいの

4 ほとんど掴んでいない

〇 1 毎日ある

2 数日に１回程度ある

3 たまにある

4 ほとんどない

〇 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

○ 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

○ 3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

Ⅴ　アウトカム項目

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿が見られて
いる。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。
（参考項目：49）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

57

58

59

56

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

60

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）
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○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての家族と

○ 2 家族の2/3くらいと

3 家族の1/3くらいと

4 ほとんどできていない

1 ほぼ毎日のように

○ 2 数日に１回程度ある

3 たまに

4 ほとんどない

1 大いに増えている

○ 2 少しずつ増えている

3 あまり増えていない

4 全くいない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る。
（参考項目：9,10,19）

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により安心して
暮らせている。
（参考項目：28）

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく
聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）
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1 ほぼ全ての職員が

○ 2 職員の2/3くらいが

3 職員の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

○ 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての家族等が

○ 2 家族等の2/3くらいが

3 家族等の1/3くらいが

4 ほとんどいない

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると
思う。

66
職員は，活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う。
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